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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項・週間予定＞
· 吐気を訴える利用者様が増えている。ノロウィルス等の感染も考えられるため、利用者様には手洗いと手洗い後のトリゾン消毒を励行するよう説明を行っていく。また、嘔吐あった場合にはその場所をハイター消毒すること。

＜外来より情報提供＞

· 杉澤　恵子様～12/28（朝・昼・夕・就寝前）と1/6（朝）に怠薬あり、自ら薬局に申し出ている。担当医が怠薬の理由を伺うも「特に…」と答えている。また、変わったことは無いかとの質問には「青山荘はいつ入れるのかな」と話されている。

· 淡路　智恵子様～先週外来受診後に風邪を引き、鹿内内科受診されたとのこと。インフルエンザではなく風邪薬を明日分まで処方されているとのこと。

· 田名部　浩平様～青山荘への入所希望を話される。担当医からは特に入らなくてもよいのではないかと話しているが、もし入りたいのであれば青山荘を見学し説明受けるよう、本人様に説明行っている。外来ソーシャルワーカーを通じて青山荘に見学の可否について確認を行っている。

· 溝越　キク様～就寝前薬（1回分）飲み忘れあったこと、本人様より報告がある。

· 村井　節子様～血圧高めであり、担当医よりデイケアでの血圧測定継続するよう指導受けている。血圧測定用紙を古い時期の分から持参している為、古い分はデイケアで保管するようにし、外来へは新しい分のみ持参するよう説明している。

· 秋山　和子様～以前から腰が痛いとのことで、湿布希望されている。担当医より、今回は湿布処方するが以前より痛いのであれば湿布をしても痛みが引くかはわからないこと、湿布をしても引き続き痛みがあれば他科受診するよう説明している。

· 中村　鶴子様～問題なく過ごされているとのこと。1/25（水）採血予定となっている。

· 井畑　光湖様～便秘が続いており、下剤処方となっている。本人様希望により浣腸施行し、反応便多量に見られている。

· 戸賀沢　潔様～「仕事はないかな。仕事したらだめですか？」と話されている。うみねこ幸房での作業状況を伺うと、「他の人に比べたらあまりできていないかも」と話される。担当医より、現在の状況では難しいこと、青明舎職員とも相談するよう説明を行っている。

· 神山　和典様～1/6、1/9にナイトケアを欠席されたことについて「6日は風邪で寒気がしたので休みました。9日は祝日だったので」と話されている。担当医より、通所日には休まずナイトケア参加するよう説明を行っている。

＜利用者様情報＞

· 小野寺　ノリ様～昼食時、通常は12:15にデイナイトケアメンバー、スタッフと一緒にレストラン　　　　に向かうことになっているが、1人で先にレストランに行き配膳を済ませてしまわれている。食事の都度声掛けし、レストランの移動時間を確認することとする。

· 田名部　浩平様～青山荘入所を希望されているが、本日外来受診前に母様も交えて青山荘の説明を行い、本人様、母様の意見を伺う。本人様は「いずれは1人で生活しなければならないので、家事ができるようになりたい」と入所希望の理由を話している。先日スタッフから行った青山荘の説明を本人様が母様にも伝えており、母様は「入所の判断については本人に任せているが、本人の意思は歓迎している」と話されている。また、スタッフから利用料等について説明すると「金銭的な面での問題はありません」と話される。本人様には受診時に担当医に入所希望あることを伝えるよう説明行っている。

· 我満　奈津紀様～青明舎より現在交際中の男性との関係について情報提供あり。相手の方は週3回程度自宅訪問し深夜一時頃帰られること、娘様が冬休み中であり朝ニ度寝出来ない事もあり、疲労感の訴え聞かれている。避妊について青明舎職員より説明を行っており、本人様がコンドーム購入し準備したとの事だが、相手の方が協力的ではないとのこと。結婚についてはあまり考えていないとのことであるが、父様は「娘の義務教育が終わるまでは…」と反対しているとのこと。尚、交際中の男性の件について、本人から主治医にはまだ話していないので（本人から話すまでは主治医は知らないことになっている）、デイケアでも配慮することとする。

· 関　秀治様　～個人面談を実施。昨年の振り返りをしたあと、スタッフより最近井畑様と仲の良い
　様子が見られることを話すと、「実は付き合っています」と答えられる。好きかどう
　か伺うと「付き合ってから少しずつ好きになってきました」と話される。付き合いで
　困っていることはないか伺うと、①プレゼントのやり取り等でどの程度金銭を負担す
　ればよいか、②電話で話すときに緊張してしまうこと、③車もお金も無いのでどのよ
　うに付き合えばよいか、を挙げている。スタッフからは①物のやり取りを頻繁に行う
　と自分にも相手にも負担となるので無理のない範囲とすること、②電話での会話は
　少しずつ慣れてくるものであること、③車やお金が無くても本人様の良いところは
　変わらないことを説明している。この他スタッフからは、本人様に今後のお付き合い
　をしていく上では病状の変化も起きうることを理解しておいてほしい旨を伝えてい
　る。その際に、他のスタッフも支援がしやすいよう情報共有してよいかを伺うと、「恥
　ずかしいのであまり話してほしくないです」と話される。しかし、今後もこのような
　相談にはのってほしいとのことであるため、男性スタッフが定期的に面談を行ってい
　く事とする。

· 井畑　光湖様～スタッフに、「姉が結婚してうらやましい」「産婦人科に行ったことがありますか？去年産婦人科でエコー検査をしました」など話し掛けてくることがある。

· 杉澤　恵子様～「娘が通院した際、主治医から仕事と運転の許可をもらってきた。夜の仕事を希望している」と話されている。「家では弟嫁との折り合いが悪く、娘が働き出したら自分一人になってしまうから、早く青山荘に入所したい」と話される。

· 川口　八寿子様、佐藤　朗子様～就労前準備段階プログラム導入について、本日午後面談実施予定。

